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巻頭言

　日本の製造業を根底で支えるめっき業界に

おいて、今、最も深刻かつ回避不能な「静か

な有事」が進行しています。それは原材料価

格の乱高下でも、厳格化する環境規制でもあ

りません。「人の不在」がもたらす、取り返し

のつかない技術の消失です。

　依然として社会に根強く残る「きつい・汚

い・危険」という 3 Kの刻印。薬品の独特な

臭気、過酷な高温多湿、重量物の搬送といっ

た断片的な情報が、デジタルネイティブ世代

の若者にとって、就職の選択肢からこの産業

を冷徹に排除する要因となっています。しか

し、2026年現在の実態は劇的な変貌を遂げま

した。高度に自動化されたスマートライン、

環境負荷を極限まで抑えたクリーンな循環シ

ステム、そしてAIによる超精密な品質管理。

この「現実と虚像の乖離」を埋められないこ

とこそが、採用難の深淵に横たわる真因と言

えるでしょう。

　さらに深刻なのは、単なる労働力の不足で

はなく、長年培われてきた「熟練技能の断絶」

です。めっきは単なる化学反応の積み重ねで

はありません。液の僅かな温度変化、濃度、

電流の微細な揺らぎ。そして、熟練の職人が

「色を見、音を聴き、空気を感じる」ことで到

達する、数値化不可能な領域の直感に支えら

れてきました。今、多くの現場でこの「匠」

たちが引退の瀬戸際に立っています。

　後継者なきまま彼らが現場を去れば、数十

年、あるいは世紀を跨いで蓄積された独自の

ノウハウは、灯火が消えるように一夜にして

失われます。これは一企業の衰退を意味する

のではなく、日本のものづくりを象徴する

「表面処理のDNA」が根絶されることを意味

しています。一つの技術の消失は、それを利

用する全ての産業チェーンの停止を招きかね

ないのです。

　この窮地を脱するために必要なのは、待遇

の改善という実利的な側面を超え、「めっき

という仕事の定義」そのものを根底から書き

換えるパラダイムシフトではないでしょうか。

　「指示通りに製品を液に浸す作業者」とい

う旧態依然とした定義を捨て、ナノレベルの

皮膜を自在に操り、EVの動力性能や半導体

の微細化を決定づける「マテリアル・サイエ

ンティスト」としての矜持を提示すること。

地味で目立たない「裏方」というレッテルを

剥がし、無機質な素材に新たな命と機能を吹

き込む「表面の魔術師」としての価値を社会

へ発信し続けること。その知的な興奮と誇り

こそが、次世代の若き才能を惹きつける唯一

の、そして最も確かな道であると確信してい

ます。
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